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モ ニ ュマ ン の デ ザ イ ン
ルーズベル ト記念碑のコンペについて
向 井 正 也
モ ニュマン,日 本語 で記念碑,英 語 ではモニュメン トと呼ぶが,こ の フラン
ス語 のモニ ュマン とい うコ トバが一番や わ らか く,耳 ざわ りもよい し,語 呂 も
いいので,わ が国 で もよ く使われ る。
日本語で記 念碑 と云 って しま うと,誰 しもこのゴ トバか ら,す ぐさまか って
の忠霊塔 とか墓石 の よ うな形式 の ものを想像 しが ちだが,モ ニ ュマ ンとはそん
なユ ーヅ ーの きかないセマ イ意味 の ものではない。
英語 には,モ ニュメン トと並 んで メモ リアル(Memorial)とい うコ トバが
あるが,こ の方が むしろ記 念碑 に近 いイ ミをにな ってい るようだ。つま り 「何
々の記念 の為 に」 「誰 々の追憶 の為 に」碑 を建 て るとい う,狭 い イ ミア イか ら
は,こ の コ トバが ピッタ リす ると思 われ る。
モニュマンは もっと広 い意 味を もつ。 それ はい ろい ろ の 意 味 で,一 般 性
(Monumentality)を含 んだ,彫 刻 的な もの,建 築的 な もの,を すべて包括す
る。だか ら,モ ニュマンには,そ の申に人 間を容 れ る建物(正 しくは記念建造
物)も 勿論ふ くまれてい る。エ ジプ トの ピラ ミッ ドな どは死者 を容れ るモニ ュ
マンで,墓 石 のデカイ ものだか らしば らくお くとして,さ しづ めRマ 皇帝 や
ナポ レオンが造 った,戦 勝記念 のガ イセ ン門な ど,そ の好例 だ ろ う。 もっと
も,モ ニュマンとは最初 か ら記念 的な意味 を もたせ て造 った もの とばか りは限
っていない。長 い歳月を風 雪に耐 えぬいて来 た。過去 のある時代の遺物 として
のモニュマンは,ど この国で も古建築 として存在 している。時の経過 とい うも
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のが,そ れ らの建造物 に1「記念性 」を与 える結果 とな っな どい'えるが,こ の事
は時代や社会 の如何 を問わず,「 記念性」にっいての最 も大切 な属 性 の 一 つ
が, .「耐 久性 」、(Durability)であ る事 を,わ れわれ に教 えて くれ る。'
記念性 の もう一つ の大切 な属性 は,そ のスケールの巨大 き(LargeSize)だ
とよ くいわれるが,こ の方の 「耐久性」に較べ る と必須 の要件 とはい えないよ
うだ。先 日某週間誌 に載 っていた吉川奐治 の墓 は,「 名匠」谷 口吉郎 のデザイ
ンになる ものだが,「 机 」を象 どった,.黒っぽい石の台座の上に,花 筒 くらい
の可愛 いい白い墓石が,し っと りとしたただず まい を見せ,奥 ゆか しいか ぎ り
であ った。 これ きて も立派 なモ ニュマンで ある。ただモ ニュマ ンには,こ れ を
造 る上で,純 粋な 「記念 」 とい うファンクシ ヨン以 外に,こ れをめ ぐって何 ら
かの権力 その他 の支配力 の誇示 とい う不純な動機 がはた らく事が あ る。 そこで
モニ ュマンには第2の 属性 た る 「巨大 さ」が要求 きれ る。エ ジプ トの ピラ ミッ
ドにして も,パ リのガイセン門 に して もみな然 り,そ のバカデカさはみんな こ
こか ら来てい る。 そ して一方 これ とは逆に,上 記 の後か ら記念性 をカク トクす
る,過 去の遺物 や文化財 として のモ ニュマ ンについて も,こ の 「巨大 さ」が一
役か ってい る事 は見のがせない。今 なお ヨー ロッパ各地 にのこる,ゴ シック大
聖堂 の,あ の天 に沖す る巨大な尖 塔がそ うである。 日本 のお城だ って決 して こ
の例外 であろ う筈 はない。
前 お きが大へん長 くな って しまったが,こ こで御紹介 申しあげ るルーズベル
・トの記念碑 は,ま きに狭義のモ ニュマン(メ モ リアル)で ある。 ただ寸法がか
な り超人 間的スケールの案が多か った点,や は りエ ジプ トの ピラ ミッドと軌 を
一つにす るのよ うに も思われ,そ こに何 とな くア メ リカのナシ ョナ リズムとい
った ニオイガつよ くただ よって来 る気配が濃厚 である。
20世紀 のアメ リカの 巨人,フ ランク リン ・デラ ノ ・ルーズベル トの記念碑 の
競技設計 の全貌が このほ ど公 開 きれた。敷地 はワシン トン市,ポ トマック河 と
タイダル池 とで囲 まれた,西 ポ トマ ック公 園の一部だが この あた り一帯 は,合
・o
衆 国の歴史 と伝統 にかがや く由しょ深 きところで,丁 度 この敷 地の三方 を半 ば
囲むかた ちで,東 にジ ェファー ソン ・メモ リアル,西 に リンカー ン ・メモ リア
ル とい う2つ の記念建造物 をひか え,北 には巨大 なオベ リス クの形 を した有名
な ワシン トン ・モニ ュメン トがそびえてい る。 しか もこの河 や池 をめ ぐる美 し
い桜並 木は余 りに も有名 であ る。
したが って審 査員 もア メ リカの生 えぬ きばか り,巨 匠P.ベ ルスキイ(M.
1・T),J.ハドナ ッ ト(ハ ーバ ー ド),
若手 として近頃売出 し のP.ル ドル フ
(イエール)な ど建築畑の権威者の他 に
造園関係や美術関係の専門家が加 え られ
た。第一次審査は1960年9月,6つ の優
秀作 をえ らび,同 年末 きらにつ づいて,
この中か ら最優秀作品 を一 つ に し ぼ っ
た。 ペダーソン ・テ イルニイ建築設計事
務所(ニ ューヨー ク市)の 案だが,こ の
グループは上記2名 の建築家の他 に2名
協 同者 と1名 の彫刻家,及 び2名 の構造
技術者が含 まれてい る。
所..簫
図に御覧の よ うに,こ の案は誰 し もまず,あ の有 史以前 の巨石 の環列(ク ロ
ム レック)か らヒン トを得た ことに気がつ くだろ う。そ して この種の発想 を基
本 とす る ものが この コンペ では他に も数多 くあ った事 は,モ ニ ュメンタルな も
のの追求の上で,こ の原始的な環 状列 石の形式 が,在 来 の同 じく原始的 な形式
たる単石体(モ ノ リス)か らの ヒン トによ り,洋 の東西 や時代 の如何 を問わず,
よ く用い られた 「一本石 」式 モニ ュマンに代 って新 しいモニ ュマンの形式 とし
て登場 した とい う点 で注 目に価 しよ う。だが発想の ミナモ トがそのよ うであ っ
て も,こ の一等入選 案は単 なるクロム レック とは決 して同列に論 ずべ きではな
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い。そこVzはかずかずのす ぐれたアイデ ィアや造形的配慮が もりこまれ,ま さ
に20世紀的モダーンの代表的傑作にふきわしい ものである。それが佳作その他
の同一型の案にくらべて格段に秀れていることはいう迄 もない。
単に柱状の石がニ ョキニョキ立っているのではない。高低 きまざまな8個 の
カマボコ状立体(「 版」=Slab)が車座になって1個 の同じようなスラブをと
りかこんでいるが,よ く見 るとこのスラブはあしもとのところで折れクギのよ
うに直角に折れまが り,遊歩用 フ゜ラットフォームを形成する。だがこの水平の
部分 もすべてが地面 にくつついては居 らず半ば片持梁(カ ンテ ィレバー)式に
バリ出しになっている。とくに一番巨大なスラブのバ リ出しが一番大きい。
スラブそのものの形 も単純な矩形でなく,彫刻家の参加 により,一つ一つの
フオルムにさまざまな変化が与 えられている。特にこの高低や大 きさの異る群
造形の内部 と外部の空間構成 と個々のフオルムとの関連性を造形的に高度な も
のにする上で,き わめて微妙な調整が行われたことがよみとれる。 こ う した
点,今 日大ダンビラで荒料理 をや らかす式のわが国の粗雑な建築デザインのあ
り方など大いに反省すべきよいお手本だといえよう。
構造は鉄筋 コンクリー トで,仕 上げは寒水石モルタルのビシャン叩 き,プラ
ットフォームは臼のテラゾー仕上げのようだが,こ れは一方その版状のフォル
ムとあいまっそ,そ の表面に碑文を刻みやすく,読みやすいものに す る と共
に,一 方では陽をうけて白銀さなが らに輝 く白いスラ ブの集群がポ トマック河
に映ずることによって,故 ルーズベル トの高い理飆を最 も効果的にシムボラィ
ズしようとする意図を も含むもののようである。だがこれだけ巨大な壁面を目
地なしの均質の一本石に見せようとする,表現的な試みは仕上げの亀裂の点な
どか ら考えて も,その解決はきわめて困難が予測きれよう。
このコンペにとって応募者の誰 しもに負わされた,最 も重要な課題は2つ あ
った。1っ は上にのべたモニュマンの表現やシムボリズムの問題であ り,もう
一っは,その敷地周辺の特殊な環境全体 との調和の問題であった。最優秀賞の
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建築家達はこれについて,こ の新 しいモニュマンを今日の造形言語で表現する
という点にまず重点をおいたことを認めるとともに,そ れはワシントン市の景
観 を 「補足す る」ための創造上の仕事であった旨のことを強調 している。特に
上記の3人 の偉大な大統領の夫々のモニュマンとの関連に最大の考慮が払われ
たのは,他 の多 くめ案について もひとしく云いうる事実である。
このコンペについては,意 匠論的にまだまだ問題点がたくさん残 され て い
る。特に佳作以下応募作品全体をとおして,こ の一つのモニュメンタルな課題
の追求が実にさまぎまなヴァラエテ ィを生み出す事になるのだが,そ のヴ ァラ ゜
エティの申にどのような共通点一 類型が生じたか,或 はそ う・した もろもろの
表現の申にどのような新 しい方向が見出せるか,な ど解明すべき点が多々のこ
されている。 ここでは紙数の関係で,一 等入選案についてだけしか語れなかっ
たのは遺憾であった。いずれ他日を期し,稿をあらためて論ず る.ことに した
いo" .・
●Blockx油 絵 具
●Newton製 品
●Castell鉛 筆
●Berges画 布
●Ecobra製 図 器
〈舶来画材各種〉
〈高級額縁製作〉
●舶来画材カタログ進呈
働 凾箋堂
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